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ゲージ群U(N)のトレース部分としてのU(1)に含まれており残りのSU(N)部分とも相互作用していることがわか
る。また本論文ではハーモニック超場におけるN＝2の超場を用いた記述も行われた。これは超対称性の部分的
破れの研究を拡張する重要な成果である。そして模型に含まれる電気的及び磁気的FI項の寄与が非常に大きい
とした上でケーラーメトリックを平坦にする極限操作を行うことによって、フェルミオニックシフトの自由度
の起源を超対称性の自発的かつ部分的破れから見出すことに成功している。 
 以上のように本論文は、超対称性がN＝2からN＝1へと自発的に破れるU(N)ゲージ模型を構築した独創的な
研究であり、超対称性理論に新たな知見を与えるものである。よって博士（理学）の学位を授与するに値する
と審査した。 
